
識別：車台番号の付近に黄色ペイントを塗布する。

改 善 箇 所 説 明 図

改善の内容

注 ：                 は、点検し、必要な場合は交換する部品を示す  

全車両、燃料レール圧力制御バルブのコネクタを点検し、燃料の侵入がある場合は、燃料レール圧力

制御バルブを良品に交換し、影響を受けている部品を新品に交換する。 

燃料装置において、燃料レール圧力制御バルブ内のシールリング組付けが不適切なため、コネ

クタ部から燃料が漏れることがある。そのため、燃料がエンジンハーネスを伝い、エンジン制御モ

ジュールに浸透すると、エンジンチェックランプ(MIL)が点灯し、排出ガス中のNOxの排出量が、

保安基準第３１条の基準に適合しなくなり、最悪の場合、エンジンの始動ができなくなるおそれが

ある。 

基準不適合箇所 

燃料レール圧力制御バルブ 
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